
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

豊かな心を育てる 

校長 下畝 直人 

 

 横浜の市立学校は子どもに身に付けてほしい力を「知」（生きてはたらく知）、「徳」（豊かな心）、「体」（健やかな体）、「公」

（公共心と社会参画）、「開」（未来を開く志）の５つの視点で表し、相互に関連付けながら子どもたちを育てています。本校の

学校教育目標では「徳」について 

「徳」他者を思いやり、規律を守って集団行動をしながら互いのよさを認め合う子を育てます。 

と示しています。このような子どもたちを育てるためには、子どもが成長する人と関わる場を作らなければいけません。新型

コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐために人との関わりが制限されてきましたが、５月はそのような子どもたちの成長の

姿を見ることができました。 

◆異学年交流 

 ○学校たんけん（１・２年） 

  ・２年生は昨年度（１年生時）、上級生と一緒に学校たんけんをする機会がありませんでした。２年生にとっては昨年の経

験がない中で１年生をリードして学校を案内しなければいけませんでしたが、事前に教室を取材したりグループの旗を

作ったりして張り切って学校たんけんを行いました。たんけんが終わった後は、満足感と達成感を得ることができまし

た。 

 ○新体力テスト（１・６年、２・５年） 

  ・上級生と下級生がペアとなって新体力テストを行いました。上級生が下級生に新体力テストのやり方を教え、反復横跳

び、長座体前屈、上体起こし、立ち幅跳び、ソフトボール投げを行いました。ペアとなった上級生が下級生に優しく教

える姿が素敵でした。１年生と６年生は、６年生が１年生の教室の清掃を手伝ったり、１年生に牛乳パックの開き方を

教えたりして仲を深めています。 

◆地域の方との交流 

 ○永明寺サロン（３年１組・５組） 

  ・３年１組と５組の子どもたちは社会福祉協議会主催の「永明寺サロン」で、パラシュート作りを地域の方に教えていた

だきました。中川地区の由来を教えていただいたり身近な材料で作ったパラシュートで遊んだりとあっという間の１時

間でした。来月には３年２組も参加します。 

 ○夏野菜を育てる（２年） 

  ・２年生は生活科の学習で夏野菜を育てます。地域の食農野菜マイスター石塚様の畑を見学させていただいた後、実際に

石塚様にご来校いただき、苗の植え方を教えていただきました。どのような野菜が育つか楽しみです。 

◆自然から学ぶ 

 ○愛川宿泊体験学習（５年） 

  ・途中から雨に降られ間伐体験が森林講話と木のウォークラリーに、キャンプファイヤーがキャンドルファイヤーに変更

となりましたが、心に残る楽しい思い出を作ることができました。何よりも感心したのでは５分前行動が身に付いてい

たことです。自分たちで考えて行動でき、「次、何をするのですか？」と聞いてくる子は一人もいませんでした。さすが

岡津の高学年でした。 

  

東京大学 汐見稔幸 名誉教授 はAI時代の子育て、教育のためには「体を使い、体で覚え、自分

で必死に考え、他者と深く多様に関わることが楽しいという体験をできるだけ多くしていくことが基本

である。」と話されています。これからも友だちや異学年、地域の方との交流活動を大切にして、他者と

関わることで相手の立場に立って考える他者意識を育てていきたいと思います。保護者の皆様、地域の

皆様には引き続き、本校の教育活動へのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/okazu/ 
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「つなぐ 自らの成長を自覚し、適切に行動できる岡津っ子」 


